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ー」は、事前では 7 段階評価の 3.8 であり、全国の学生（2013
年度末時点：235校 86,748名）平均 4.1を若干下回る水準であ
ったが、事後には5.2まで上昇し、今後その寄与する要因の検討
が必要である。この様に、本学の既存法ではコンピテンシーの評
価であるが、PROG ではコンピテンシーに加えリテラシーとの複
数の視点からの評価と他大学との比較等、有用性が示された。 
今回は、短期間、少人数の参加学生による検証であるが、現在
ISのタイプ別（体験型・PBL型）に多数の学生による3年間の長
期による検証を計画し、PROGの有用性を確認する予定である。 
Ⅴ 結論 
 PROGによる学生成長測定は、キャリア教育として重要なIS活
動の評価指標・軸として有効であることが強く示唆された。 
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